
対　象 上場企業のIR・SRご担当部署の皆さま

主　催 SEIUNDO　株式会社 青雲堂印刷所　http://seiun.net

SEIUNDO
代表取締役社長　田畑 良一
略歴：1970年 大阪生まれ

1989年 大阪府立茨木高等学校卒業。
1993年 甲南大学経済学部を卒業後、

住友銀行（現 三井住友銀行）入行。
1996年 当社入社。
2009年 代表取締役社長に就任、現在に至る。

SEIUNDO presents

日　時 平成23年8月3日（水） 18：00開演（17：30受付開始）

代　金 無料

トラスコ中山株式会社（9830）
【売 上 高】　115,477百万円（平成23年3月）
【経常利益】　5,378百万円（平成23年3月）
【資 本 金】　5,022百万円（平成23年3月）
【事業内容】
機械工具、物流機器、環境安全用品をはじめとしたプロツ
ール（工場用副資材）の卸売業およびプライベート・ブラン
ド商品「TRUSCO」の企画開発を行う
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
【ＩＲ好事例】
2010年 6 月 第47期定時株主総会＆招集ご通知
2010年 6 月 e-株主リサーチ 個人投資家が選ぶ優れた
 IR企業第3位（株式会社エーツーメディア調べ）
2010年11月 全上場企業ホームページ充実度ランキング
 最優秀賞受賞（日興アイ・アール株式会社）
2011年 6 月 第48期定時株主総会
 出席数857名（東京295名、大阪562名）
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
【講師略歴】
2000年 3 月 法政大学経営学部　卒業
2000年 4 月 名古屋支店
2000年10月 東名古屋営業所
2002年 1 月 大阪本社総務部採用課
2003年 2 月 東京本社採用課
2004年 4 月 経営企画本部人材開発室
2004年 8 月 東京支店
2007年 4 月 経営企画部広報課・IR課　チーフ
2010年 4 月 経営企画部広報課・IR課・
 コーポーレートデザイン課　課長
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
【講演実績】
2003年　㈱リクルートHRマーケティング

「本来あるべき就職活動とは」 講演
2003年～ 2004年

法政大学経営学部 「マーケティング実務」 講演
2010年　㈱プロネクサス 「ＩＲ基礎実務」セミナー講演
2011年　SEIUNDO 「IR&SR実務」セミナー講演（大阪にて）

トラスコ中山（株）の株主総会・ＩＲ活動はなぜここまで評価が高いのか？
近年数々の表彰など“好事例”として同社がよく取り上げられていることについては、貴職も当然ご存知と思い
ます。同社の実際の取組みの実例やエピソードなどを、ＩＲ課長の土屋氏ご本人に語っていただきます。
貴社にとっても大きな気付きやヒントを、必ずやお持ち帰りいただけるものと存じます。
ＩＲ・ＳＲご担当部署のリーダーの方はもちろん、若手の方にもお声掛けのうえぜひお気軽にご参加ください。
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【好事例】に見る、
招集ご通知と株主通信の
合本における制作実務

講　師 トラスコ中山株式会社
経営企画部広報課・IR課・コーポレートデザイン課
課長　土屋 剛（ツチヤ ツヨシ）氏
IFRS Certificate　通関士
http://www.trusco.co.jp

ぜひ
お気軽に
ご参加
ください

※21：00には全て終了

会　場 東京国際フォーラム
G402号室

東京都千代田区丸の内3丁目5番1号　電話 03－5221－9000㈹

※「ガラス棟」です。
　ご注意ください

当日の進行スケジュール

司会進行

なぜSEIUNDOが
主催なのか？
同社「招集ご通知」の制作を承ってお
りますので、甚だ僭越ながら今回のセ
ミナーを企画いたしました。（弊社特
許製品「ワンタッチ入場票」もご採用
いただいております）
弊社とは全くお取引のない上場企業
様にもご案内を差しあげております
が、ぜひお気軽にご参加ください。
当然ながら一切の売り込み行為はい
たしませんので、くれぐれもご安心く
ださい。

代表取締役社長　田畑 良一
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▶18：00～  【第1部】  ご講演
▶19：30～  【第2部】  ご質問タイム
▶20：10～  【第3部】  お名刺交換会



同社株主総会の特長

同社の2011年3月期：第48期「招集ご通知」（抜粋）

よりわかりやすい情報開示の
ため招集ご通知と株主通信を
合本。

❶ 合本タイプの招集ご通知

大阪と東京の2会場にて開催。
両会場で議決権行使が可能。

❷ 2会場同時開催

事業報告の一部について、担
当となる各取締役が説明。

❸ 各取締役による説明

「透明性の高い株主総会の開
催」を目的として、事前議決権
行使結果を開示。

❹ 議決権行使結果の開示

投資家への情報開示を充実す
るため、3月期決算では一番
早い6月9日に提出。

❺ 有価証券報告書の早期提出

会場外では、当社のプライ
ベート・ブランド商品、株主様
優待商品等を展示。

❻ 商品PRコーナーの設置

投資家に対して、会社の持続的発展を視野に入れた経営ビジョン・志を継続して伝えることにより、短期的な利益を追求する投資家には
迎合しないIR・SR活動を展開しています。
特に上場企業の経営幹部・管理職の方には貴重な情報源として、充分お聴き応えのある内容と存じます。

※詳しくは同社サイトにてご覧ください。
トップ＞IR情報＞IRライブラリー＞株主通信年度別データ一覧へ＞株主通信（旧 事業報告書）

▲担当役員より写真入りで取組み説明

（〒　　　　－　　　　　）

（　　　　　）

＠

＠

＠

（　　　　　）

貴 社 名

貴部署所在地

お 電 話 番 号

お 役 職 名

メールアドレス

お 役 職 名

メールアドレス

お 役 職 名

メールアドレス

貴 部 署 名

ＦＡ Ｘ 番 号

お 名 前

お 名 前

お 名 前

この用紙をFAXにてご返送ください　FAX番号 06-6358-2644
株式会社 青雲堂印刷所 TEL 06-6358-2641お問い合わせ 取締役社長　田畑 良一

□ 8月3日（水）のセミナーに参加します
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Ⅰ．会社の現況に関する事項（3.対処すべき課題）

【第49期の取組み】

マーケットシェアの拡大と、
プロツールの新たなビジネスモデルの研究

取締役
今川 裕章
（営業本部長）

　多店化戦略によって、地域密着度を高める活動をベースに
しながら、個々のお客様のニーズに即応するための取組みを
強化いたします。
　従来の地域担当とは別に、特定販売店様に専任者を配置
することにより、目標を共有し、相互取組みを積極的に展開い
たします。また、当社独自の販売資格制度の推進や、当社が
主催するセミナー等を通じて、お客様のビジネスフィールドの
拡大にも注力してまいります。

1 「温故知新」開拓による
既存販売店様のシェア拡大

　東京本社にホームセンタールート向けのHC東京支店を開
設いたしました。カテゴリーの拡大を進め、ホームセンター様
における店内シェアを拡大する取組みを強化いたします。
　さらに、ホームセンタールート向けのプライベート・ブランド
商品の開発が進んでおり、これら商品の積極的な販売活動を
行います。
　ホームセンター市場へ販路の開拓や、シェアアップをご計
画されているプロツールメーカーは少なくありません。一般消
費者のニーズを収集し、新たな商品開発を促進する仕入先
様との連携活動も強化いたします。

3 ホームセンタールートへの
プライベート・ブランド商品の供給拡大

　ライバルという観点ではなく、同じ業界の「ビジネスモデル
が違う商社」という解釈をすることで、お客様として取引の拡
大を推進してまいります。
　卸部門、海外部門、小売部門それぞれにニーズは異なり、
各部門が求める機能を提供することが当社の役割と考えてい
ます。「当社のインフラを如何に組み合わせるのか？」がポイン
トであり、各社各部門に当社をどの様に使っていただくかを見
出すための取組みを強化いたします。

2 機械工具卸売業の構造変化によるビジネス
チャンスの拡大「ライバルパートナーシップ」

ホームセンター様
導入イメージ

①ＢＰＳ（ビジネスパートナーシップ）活動の強化
②専任店の取組みを開始する（特定販売店専任者の配置）

①電子集中購買システムの浸透を強化

②業務の自動化を推進し、お客様の利便性を向上

①卸部門のインフラ機能としてバックアップ
②海外部門の輸出ビジネスをサポート
③小売部門の少量多品種・多頻度ニーズに対応

①一般消費者向けプライベート・ブランド商品の積極的
　な開発と投入
②東京本社にホームセンター専任部署を設置
③ホームセンター市場へ仕入先様との連携活動を強化

　お客様のビジネスの過程で発生する様々な業務を、システ
ムの提供を通じてよりスピーディーに対応し、解決できるサー
ビスの浸透を強化いたします。

10.5 11.1 13.9 15.4 16.7
23.1 25.0

8.6 9.1 12.8 14.7 16.0 15.7 17.9

9月 12月 3月 6月 9月 12月 3月
第47期 第48期

65.8 66.9
73.2 75.9 76.8 75.1 75.8

在庫販売
メーカー取り寄せ販売

メーカー直送販売

　大手製造業を中心に、内部統制の厳格化と管理購買によ
るコストダウンを行う企業が増え続けています。購買システム
を導入する際に、当社のオレンジブックデータを採用される企
業も増加の一途をたどり、さらに積極的にシステム連携先の
拡大を行い、購買業務の効率化を推進いたします。

4 ＩＴ能力向上によるあらゆる
利便性の向上

【在庫商品とメーカー手配品の自動受注比率】
（単位：％）

「ギガカラーシリーズ」
プロ仕様の商品に、高級感
あふれるパール塗装をほど
こした商品シリーズを展開

P10

▲中期経営計画の記載
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Ⅰ．会社の現況に関する事項（3.対処すべき課題）

　第49期（平成24年３月期）以降における当社の事業環境
は、アジアを中心とした新興国の好調な景気に支えられ、輸
出型企業を中心に活発な生産活動が続くものと思われます。
一方、少子高齢化の影響により内需は力強さに欠け、長引く
雇用情勢の低迷により所得環境は厳しい状況が続くものと思
われるため、景気は依然として下押しリスクを抱えて推移する
ものと予想しています。また、平成23年３月11日に発生しま
した東日本大震災の影響による復興需要の高まりが予想され
ますが、当社取扱商品の需要動向の変化や、電力供給不足
がもたらす計画停電により、営業活動上の制約を受ける可能

性があること等から、先の見通しにくい経営環境になるものと
思われます。このような環境下において当社は、強固な財務
基盤を背景に、中長期的な経営戦略に基づく施策を着実に
実施してまいります。今後もモノづくり現場におけるユーザー
ニーズに的確にお応えすることで、売上高を確保し、コスト削
減に取り組むことにより、利益率の向上を図ってまいります。
　次事業年度の業績につきましては、売上高 1,280億円、
営業利益 80億円、経常利益79億円、当期純利益 42億
50百万円を予想しています。

【第49期（平成24年3月期）以降の業績の見通し】

売上高

【第49期以降の取組み】
販売力の強化

①「温故知新」開拓による既存販売店様のシェア拡大
②機械工具卸売業の構造変化によるビジネスチャンスの拡大
③ホームセンタールートへプライベート・ブランド商品の供給拡大

1

新しい販売ルートの開拓
①プロツールナカヤマ（タイ現地法人）への売上拡大
②輸出売上の拡大
③通販ルート（一般消費者向け）の開拓

2

機械工具流通業における新しいビジネスモデルの研究
エージェント通販事業の研究
3

新規事業の研究
介護用品販売事業の研究
4

ＩＴ能力向上によるあらゆる利便性の向上
①電子集中購買システムの浸透を強化
②中長期的に自動受注比率80％の実現

5

取扱アイテムの拡充
2014年1月発刊のオレンジブック掲載22万アイテムへの段階的
な引上げ

6

物流能力の強化
在庫20万アイテムへの段階的な引上げによる商品供給力の強化
7

プライベート・ブランド商品の開発強化と拡充
プライベート・ブランド商品3万5千アイテムへの段階的な引上げ
8

企業の生存能力を高める
本社機能を東京へ移転（平成25年10月頃予定）
9

組織改革
①東京、大阪にＰＢ商品課の設置
②ファクトリー営業部を2分割から3分割へ

10

東日本大震災の復興支援
①商品供給を通じてのお客様支援
②支援物資供給、義援金

11

7,900百万円

4,250百万円

32円50銭

9,500百万円

5,200百万円

39円50銭

10,100百万円

5,550百万円

42円50銭

経 常 利 益

当期純利益

１株当たり配当金

第45期 第46期 第49期
業績予想

第50期
業績予想

第51期
業績予想

第47期 第48期
（当事業年度）

134,430
119,506

99,201
115,477

128,000 135,000
142,000

（単位：百万円）

128,000百万円 135,000百万円 142,000百万円売 上 高

26,000百万円 28,000百万円 30,000百万円プライベート・ブランド売上高

P8
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東日本大震災の対応について 東日本大震災の対応について

がんばれ 東北のモノづくり・街づくり！！
平成23年３月11日  東日本大震災発生
プラネット東北・仙台支店（仙台市宮城野区）

　当社で最も被害の大きかっ
たプラネット東北及び仙台支
店の社屋は、平成22年1月
に移転オープンしたばかりであ
り、震度7にも耐え得る耐震
設計の社屋でしたので、多少
のヒビは入ったものの地震に
よる影響はほとんどなく、津波
の被害もありませんでしたが、
営業活動中の営業車が1台、
配送中のトラックが1台津波の被害に遭いました。
　また、プラネット東北の倉庫内では、地震の揺れにより陳列
棚から商品が落下する等の被害がありましたが、平成7年に
発生した阪神大震災を教訓として、倉庫内の多くの陳列棚で
は当社のプライベート・ブランド商品である転倒防止金具を

取り付けており、棚
自体が倒れること
がなかったため、作
業中の従業員が怪
我をすることはあり
ませんでした。

郡山支店（福島県郡山市）

支店及び物流センターの再開 中山社長の仙台訪問

3月15日 全社へ向けた社長のメッセージ

　福島第一原発から約60km
の距離に位置する郡山支店で
は、放射能汚染の懸念や社屋
の一部に損壊がみられたた
め、社員に自宅待機を命じまし
た。なお、郡山支店の得意先
様のうち、大震災により約１割
の得意先様が被災されました。

　被災地域の一刻も早い復興に繋がるよう、商品供給に尽
力することこそが当社の役割であると考え、プラネット東北が
業務を再開するまでの間、プラネット東北が担当していた支店
の販売店様へは、プラネット東海（愛知県）、プラネット北関東
（群馬県）、プラネット東関東（千葉県）から商品供給できるよ
う物流体制を変更し、対応しました。
　災害復興支援対策本部の迅速な対応と、早期復旧に向け
従業員が全力で取り組んだ結果、以下のとおり業務を再開す
ることができました。

　４月８日、中山社長がプラ
ネット東北・仙台支店を訪
問しました。
　早朝、羽田空港から山形
空港へ飛び、社員へのお見
舞いにドーナツ450個を購
入し、山形支店長と共に車
で仙台へと向かいました。
　仙台に到着すると、まだ社屋で生活する社員とその家族も
いる中で、一人一人にねぎらいの声をかけました。
　このときに中山社長が撮影した写真が「がんばれ!!東北の
モノづくり・街づくり」のポスターになりました。（裏表紙）

3月11日 緊急災害対策本部の設置
（被害状況の確認及び当日の行動指示）

～東日本大震災を乗り越えて～
平成23年3月11日～ 4月18日

　当社は、震災後直ちに災
害対策組織を立ち上げ、
従業員及びその家族の安
否確認、社屋の被害状況
について電話、メール、社
内イントラネット等にて調査
を行いました。

　幸い、従業員及びその家族に被害はなく、社屋については
部分的な損壊のみで大事にはいたりませんでしたが、備品及
び商品に被害があり、併せて停電等の影響もあったため、以
下の支店及び物流センターは、一時的に業務が出来ない状
態となりました。
■プラネット東北及び仙台支店（仙台市宮城野区）
■郡山支店（福島県郡山市）　■水戸支店（茨城県那珂市）
■土浦支店（茨城県土浦市）　■鹿島支店（茨城県鹿島市）

　３月15日、社長を本部長とする災害復興支援対策本部を
設置するとともに、災害復興支援対策会議を開催し、以下の
決議をしました。

①義援金5,000万円

②宮城県に対して小型樹脂製運搬車「こまわり君」　
　1,000台無償提供

③プラネット東北に隣接する1,600坪の土地を仮設
　住宅候補地として申し入れ

④被災地域の従業員に対し、プラネット北関東
　（群馬県伊勢崎市）より救援物資を供給

3/11 商品が散乱する様子
（プラネット東北倉庫内）

3/11 従業員とその家族の
避難生活の様子

（プラネット東北事務所内）

3/11 商品が散乱する様子
（郡山支店倉庫内）

緊急災害対策本部の様子

3/15 社長メッセージを
全事業所へライブ中継

3/18 大阪復興支援対策会議

プラネット東北・
仙台支店

プラネット東関東

郡山支店

北上支店

八戸支店

秋田支店

山形支店

プラネット北関東

プラネット東海

プラネット東北・
仙台支店

プラネット東関東

郡山支店

北上支店

八戸支店

秋田支店

山形支店

プラネット北関東

プラネット東海
3/14～3/19

3/28～

3/22～

【物流網の緊急構築】

当社は、東北地方の皆様と共に

これからも製造業を応援し、

街づくりのお役に立てるよう

努力してまいります。

4/8 中山社長からの激励（プラネット東北・仙台支店）

中山社長がお見舞いに
購入したドーナツ

緊急支援物資出荷の様子
（プラネット北関東）

3/13 緊急支援物資第１便到着の様子
（プラネット東北）

宮城県へ「こまわり君」
1,000台を提供

救援物資の出荷作業
（プラネット北関東）

再開日　３月22日　水戸支店、土浦支店、鹿島支店
３月23日　仙台支店
３月28日　郡山支店
４月18日　プラネット東北

中山社長手書きのメッセージ

▲東日本大震災における対応を掲載

P40P39

平成
22年～

平成
19年～

平成
20年～

平成
22年～

平成
22年～

平成
15年～
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